
線
」
と
呼
ば
れ
た
。
信
号
場

か
ら
十
勝
寄
り
に
は
狩
勝
隧

道
（
狩
勝
ト
ン
ネ
ル
、
延
長

９
５
４
ｍ
）
が
あ
り
、
ト
ン

ネ
ル
を
抜
け
る
と
眼
下
に
雄

大
な
十
勝
平
野
が
一
望
で
き

る
こ
と
か
ら
「
日
本
三
大
車

窓
」
の
一
つ
と
さ
れ
、
１
９

２
７
年
（
昭
和
２
年
）
に
は

「
日
本
新
八
景
」
に
も
選
定
さ

れ
た
。 

１
９
５
１
年（
昭
和
26
年
）

に
は
レ
ー
ル
の
切
断
に
よ
る

「
急
行
ま
り
も
」
の
機
関
車
と

炭
水
車
（
テ
ン
ダ
ー
）
が
脱

線
し
た
「
ま
り
も
号
脱
線
事

件
」
が
起
こ
る
。 

狩
勝
線
区

間
は
急
こ
う
配
な
ど
に
よ
る

過
酷
な
運
転
条
件
や
厳
し
い

気
象
条
件
に
見
舞
わ
れ
た
た

め
、
１
９
６
６
年
（
昭
和
41

年
）
に
勾
配
を
緩
和
し
た
新

狩
勝
ト
ン
ネ
ル
を
経
由
す
る

新
線
に
切
り
替
え
た
。
ト
ン

ネ
ル
内
に
は
上
落
合
信
号
場

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
根
室

本
線
と
石
勝
線
の
分
岐
点
と

な
っ
て
い
る
。
廃
止
と
な
っ

た
狩
勝
線
の
一
部
区
間
（
新

内
駅 
―
新
得
駅
間
）
は
、
１

９
７
９
年
（
昭
和
54
年
）
ま

で
脱
線
事
故
や
車
両
火
災
事

故
な
ど
の
実
験
線
（
狩
勝
実

験
線
）
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。 

新
内
駅
跡
周
辺
に
は
旧
狩

勝
線
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
資
料

館
）
な
ど
が
あ
り
、
２
０
０

５
年
（
平
成
17
年
）
に
は
新

得
山
ス
キ
ー
場
脇
の
Ｓ
Ｌ
広

場
か
ら
新
内
駅
跡
を
経
て
旧

狩
勝
ト
ン
ネ
ル
に
至
る
約
17

km
が
旧
狩
勝
線
フ
ッ
ト
パ
ス

と
し
て
整
備
さ
れ
。
沿
道
に

あ
る
鉄
道
施
設
の
遺
構
は
土

木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
に
選

定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。 

 

消
費
税
ア
ッ
プ
開
始 

 

十
月
一
日
、
多
く
の
人
々

が
戸
惑
う
中
、
実
施
さ
れ
た
。

慣
れ
る
ま
で
時
間
が
か
か
る

か
も
し
れ
な
い
が
二
つ
の
違

う
税
率
に
囲
ま
れ
る
暮
ら
し

が
始
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
１

７
３
号
で
は
消
費
税
の
実
施

一
ヶ
月
前
の
庶
民
の
行
動
、

買
い
だ
め
や
駆
け
込
み
需
要

の
話
題
を
述
べ
た
が
、
実
施

か
ら
一
ヶ
月
経
過
し
た
状
況

を
比
べ
て
み
た
。 

 

消
費
税
率
が
引
き
揚
げ
ら 

れ
同
時
に
外
食
と
酒
類
を
除 

談 

話 

室 

４
安
打
と
、
完
全
に
封
じ
ら

れ
た
。 

 

一
方
の
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は

主
力
の
野
手
が
相
次
い
で
離

脱
し
た
。な
か
で
も
柳
田
は
、

右
股
関
節
や
左
ひ
ざ
を
相
次

い
で
痛
め
、
復
帰
は
８
月
ま

で
ず
れ
込
ん
だ
。
補
っ
た
の

は
投
手
力
。
チ
ー
ム
防
御
率

３
・
６
３
は
パ
・
リ
ー
グ
１

位
。
千
賀
、
高
橋
礼
の
２
本

柱
の
安
定
感
は
良
か
っ
た
。

救
援
陣
も
１２
球
団
ト
ッ
プ
。

７
回
以
降
を
担
う
「
勝
利
の

方
程
式
」
は
新
人
の
甲
斐

野
、
モ
イ
ネ
ロ
、
森
と
盤
石
。

特
に
森
は
５
月
１５
日
を
最

後
に
救
援
失
敗
が
な
い
。
終

盤
へ
つ
な
ぐ
投
手
も
、
１
５

０
㎞
直
球
が
武
器
の
高
橋

純
、
左
打
者
キ
ラ
ー
の
嘉
弥

真
に
加
え
経
験
の
あ
る
石
川

が
復
帰
し
て
駒
が
豊
富
だ
。

「
誰
か
が
撃
た
れ
れ
ば
、
誰

か
が
カ
バ
ー
す
る
だ
け
」
と

森
は
自
信
を
み
せ
る
。 

 
 
 
 
 

Ｋ
・
ド
ラ
ゴ
ン 

 
く
飲
食
料
品
な
ど
の
税
率
を

８
％
に
据
え
置
く
「
軽
減
税

率
制
度
」
を
導
入
し
た
。
ま

た
政
府
が
景
気
対
策
の
一

環
と
し
て
実
施
す
る
「
ポ
イ

ン
ト
還
元
制
度
」も
始
ま
り
、

開
始
時
点
で
は
５
０
万
店
が

参
加
し
た
。 

 

税
率
導
入
の
経
過 

 

１
９
８
９
年
に
税
率
３
％

で
導
入
し
た
消
費
税
の
増
税

は
、
５
％
か
ら
８
％
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
２
０
１
４
年
４

月
以
来
、
５
年
半
ぶ
り
と
な

る
。 

 

当
初
は
１
２
年
の
三
党
合

意
に
基
づ
き
１
５
年
１
０
月

に
１
０
％
へ
の
増
税
を
予
定 

今
年
の
プ
ロ
野
球
日
本
シ

リ
ー
ズ
は
打
と
投
の
ぶ
つ
か

り
合
い
だ
。 

今
季
、
巨
人
は
攻
撃
力
で

セ
・
リ
ー
グ
を
制
し
た
と
言

い
、
坂
本
と
丸
の
２
、
３
番

コ
ン
ビ
は
、
他
の
チ
ー
ム
の

脅
烕
と
な
っ
た
。
坂
本
は
、

開
幕
か
ら
36
試
合
連
続
出
塁

の
、
セ
・
リ
ー
グ
記
録
を
作

り
、
球
団
の
生
え
抜
き
右
打

者
で
は
史
上
最
多
と
な
る
40

本
塁
打
を
放
っ
た
。
通
算
二

千
本
安
打
ま
で
あ
と
１
１
６

と
迫
る
球
団
屈
指
の
打
者
。

し
か
し
交
流
戦
で
は
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
の
千
賀
に
４
打
席
連

続
三
振
を
期
し
た
。
丸
は
広

島
に
在
籍
し
て
い
た
昨
季
、

ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
で
は
打
率

３
割
６
厘
、
３９
本
塁
打
、
９７

打
点
の
圧
倒
的
な
成
績
を
残

し
な
が
ら
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

と
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
25
打
数 

◆
編
集
委
員
会
よ
り 

「
あ
お
い
通
信
」
は
皆
様

か
ら
の
原
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

係
員
・
飯
島 

し
た
が
、
海
外
経
済
の
成
長

減
速
な
ど
を
理
由
に
２
度
延

期
さ
れ
た
。
新
た
に
導
入
さ

れ
た
軽
減
税
率
は
生
活
必
需

品
が
対
象
で
、
飲
食
料
品
や

週
２
回
以
上
発
行
さ
れ
る
定

期
購
読
の
新
聞
が
含
ま
れ

る
。
低
所
得
者
の
負
担
感
を

和
ら
げ
る
狙
い
が
あ
り
、
欧

州
な
ど
多
く
の
国
で
定
着
し

て
い
る
。 

 

政
府
は
前
回
１
４
年
の
増

税
後
に
個
人
消
費
が
大
き
く

落
ち
込
み
、
そ
の
後
の
景
気

低
迷
を
招
い
た
た
め
、
今
回

は
手
厚
い
対
策
を
実
施
し
て

い
る
。 

 
 

ヨ
ッ
チ
ャ
ン 

峠
名
の
由
来 

１
８
９
６
年(

明
治
２
９

年
）
に
北
海
道
鉄
道
敷
設
法

が
制
定
さ
れ
、
北
海
道
官
設

鉄
道
の
鉄
道
敷
設
部
長
田
辺

朔
郎
が
ル
ー
ト
選
定
の
た
め

に
佐
幌
岳
周
辺
を
踏
査
し
た

際
に
旧
石
狩
国
・
旧
十
勝
国

か
ら
一
文
字
ず
つ
取
っ
て「
狩

勝
峠
」
と
命
名
し
た
。
１
９

０
７
年
（
明
治
40
年
）
に
日

本
国
有
鉄
道
（
国
鉄
）
十
勝

線
の
落
合
駅
―
帯
広
駅
間
が

開
通
し
、
峠
付
近
に
は
狩
勝

信
号
場
が
設
置
さ
れ
た
。
落

合
駅
―
新
得
駅
間
は
狩
勝
峠

を
超
え
る
こ
と
か
ら
「
狩
勝 

 

 
葵
友
の
会 広

報
コ
ー
ナ
ー 

新 

日 

本 

八 

景 

「
狩
勝
峠
」 

新
日
本
八
景
め
ぐ
り 

  

第１７4号 令和元年１1月１日 

リハビリテーション 

デイサービス葵・編集委員会 

練馬区東大泉３－１７－５ 

カトウビル３Ｆ 

電話 ０３－３９７８－０９１９ 

平
原
：
狩
勝
峠
（
北
海
道
）

  
 

選
者 

 

河
東
碧
梧
桐 

（
か
わ
ひ
が
し
へ
き
ご
と
う
）
は

日
本
の
俳
人
・
随
筆
家
。
正

岡
子
規
の
高
弟
と
し
て
高
浜

虚
子
と
並
び
称
さ
れ
、
俳
句

革
新
運
動
の
代
表
的
人
物
と

し
て
知
ら
れ
る
。 

 

狩
勝
峠
（
か
り
か
ち
と
う
げ
）

と
は
、
北
海
道
空
知
郡
南
富

良
野
町
と
上
川
郡
新
得
町
の

境
界
に
あ
る
峠
。
道
路
の
峠

の
標
高
は
６
４
４
m
。
峠
の

西
側
は
石
狩
川
水
系
、
東
側

は
十
勝
川
水
系
で
、
日
本
海

側
と
太
平
洋
側
の
分
水
界
で

あ
る
。 

東 

西 
 

南 

北 

１
０
月
の
報
告 

１
８
日
（
金
）
カ
ラ
オ
ケ
。

１
１
名
の
参
加
。 

 

１
１
月
の
予
定 

１
５
日
（
金
）
カ
ラ
オ
ケ 

２
０
日
（
水
）
グ
ル
メ
の

会
吉
祥
寺 

名
古
屋
手

羽
先
「
鳥
良
」 

 

１
１
日
（
月
）
～
１
４
日
（
木
）

台
湾
四
日
間
。 

 

１
２
月
の
予
定 

１
７
日
（
火
）
忘
年
会 

ホ
テ
ル
カ
デ
ン
ツ
ァ
光
が

丘 

「
武
蔵
野
」 

２
０
日
（
金
）
カ
ラ
オ
ケ 

  
 
 
 
 
 

（
事
務
局
） 

 

     

  

、 

    
 

 
  

葵
通
信
―1

0
0

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

師
・
千
葉
え
り
子 

あおい 通信 第174 号 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

葵
通
信1

0
0

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

 

看
護
師
・
千
葉
え
り
子 

 

狩勝峠展望台 



 

 

佐
藤 

澄
子 

（
Ｈ

28
年
10
月
５
日
か
ら
通
所
） 

      

葵
に
通
い
始
め
て
３
年
に

な
り
ま
す
。
ア
ッ
、
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
来
る
と
色
々
な
事
を

や
っ
て
い
る
の
で
、
私
も
や

っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
や

る
と
楽
し
い
事
が
沢
山
あ
り

ま
す
。
ず
っ
と
元
気
に
通
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

関 

修 

（
Ｈ

28
年
１
月
８
日
か
ら
通
所
） 

      

 

平
成
２８
年
か
ら
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ス
タ

ッ
フ
方
々
の
優
し
さ
、
利
用

者
の
皆
様
の
思
い
や
り
の
中

で
毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て
お

り
ま
す
。
日
・
火
の
利
用
で

す
が
そ
れ
な
り
の
お
付
き
合

い
で
生
き
て
お
り
ま
す
。
与

え
ら
れ
た
残
り
の
人
生
を
有

意
義
に
過
ご
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
等
の
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
も
い
ま
す
。 

で
も
国
際
化
、
多
様
化
は

良
い
の
で
す
が
、
現
在
の
日

本
は
倫
理
や
道
徳
感
が
バ
ラ

バ
ラ
で
何
で
も
ア
リ
の
社
会

に
な
っ
て
来
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
若
者
達
に
は
良
識
あ

る
社
会
を
確
立
し
て
欲
し
い
。

同
時
に
現
行
憲
法
を
守
り
、

私
達
が
七
十
余
年
守
っ
て
き

た
平
和
を
続
け
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。
私
達
が
経
験
し

た
戦
争
の
惨
め
さ
恐
し
さ
を

味
わ
せ
た
く
な
い
の
で
・
・
。 

敗
戦
の
焼
野
が
原
か
ら
立

ち
上
が
っ
て
開
催
さ
れ
た
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
大
成
功

を
収
め
ま
し
た
。
日
本
の
衛

星
放
送
は
画
期
的
な
も
の
だ

と
世
界
中
の
称
賛
を
受
け
ま

し
た
。
次
期
開
催
国
の
メ
キ

シ
コ
か
ら
「
わ
が
国
も
日
本

に
負
け
な
い
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
開
き
た
い
」
日
本
の
衛
星

放
送
の
技
術
を
導
入
し
た
い

と
の
要
請
が
あ
り
、
早
速
日

本
で
プ
ロ
ゼ
ク
ト
が
編
成
さ

れ
、
主
人
も
メ
キ
シ
コ
に
赴

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

家
族
同
伴
と
い
う
こ
と
で
、

私
も
急
遽
外
務
省
の
オ
リ
エ 

    

三
平 

艶
子 

(

Ｈ

27
年
10
月
20
日
か
ら
通
所
） 

      

葵
さ
ん
に
通
い
始
め
沢
山

の
方
々
と
お
話
し
し
た
り
作

品
作
り
を
し
た
り
と
、
す
ご

く
楽
し
い
で
す
。昔
は
洋
裁
、

歌
、山
登
り
、ダ
ン
ス
と
色
々

や
り
ま
し
た
。
今
は
目
が
少

し
悪
い
の
で
困
り
ま
す
が
足

は
丈
夫
で
す
。
歩
く
の
は
ま

だ
ま
だ
大
丈
夫
、
元
気
で
こ

れ
か
ら
も
通
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 

近
年
、
各
方
面
で
日
本
の

若
者
達
の
活
躍
は
素
晴
ら
し

い
で
す
ね
。
特
に
ア
ス
リ
ー

ト
達
の
活
躍
は
！
背
が
高
く

手
足
が
長
く
な
っ
て
欧
米
の

選
手
と
遜
色
が
無
く
な
り
ま

し
た
。
特
に
女
子
選
手
の
進

出
は
目
覚
ま
し
く
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
等
で
マ
ラ
ソ
ン
・
競

泳
・
シ
ン
ク
ロ
・
レ
ス
リ
ン

グ
・
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
・
卓
球
・

ス
ケ
ー
ト
・
フ
ィ
ギ
ュ
ア
・

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
・
カ
ー
リ

ン
グ
等
々
で
幾
つ
も
の
金
銀

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
い
ま

す
。 葵

の
利
用
者
で
、
前
回
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
水
中

の
格
闘
技[

水
球]

の
選
手
と
し

て
出
場
さ
れ
た
橋
本
靖
氏
が

「
あ
ん
な
に
ハ
ー
ド
な
競
技
を

す
る
の
は
馬
鹿
し
か
い
な
い
」 

古 
 

 

今 
 

 

抄
（
長
期
利
用
者
様
の
紹
介
） 

と
言
わ
れ
る
程
に
過
酷
な[

水

球]

に
も
、
女
子
チ
ー
ム
が
在

る
こ
と
を
最
近
知
り
ま
し
た
。 

今
、
活
躍
中
の
選
手
に
は
、

名
前
を
聞
い
た
だ
け
で
は
日

本
人
と
思
え
ぬ
ハ
ー
フ
や
日

本
国
籍
を
取
っ
た
外
国
人
選

手
も
多
い
し
、
海
外
で
プ
ロ

と
し
て
活
躍
す
る
日
本
人
の

野
球
選
手
達
や
テ
ニ
ス
の
大

坂
な
お
み
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
の

八
村
塁
、
最
近
で
は
ゴ
ル
フ

の
澁
野
日
向
子
も
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
選
手
や
プ
レ
イ
ヤ

ー
が
受
賞
や
優
勝
し
て
も
泣

か
な
い
の
も
最
近
の
若
者
達

で
す
。
ま
た
ハ
ー
フ
は
芸
能

界
や
マ
ス
コ
ミ
の
世
界
で
も

活
躍
し
、
色
々
な
分
野
で
多

様
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
素

晴
ら
し
い
能
力
を
発
揮
し
て

い
る
の
は
ア
ス
リ
ー
ト
や
タ

レ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
将
棋

の
藤
井
聡
太
や
碁
の
天
才
少

女
・
仲
邑
菫
。
剣
玉
や
ル
ー 

お
い
と
ま
す
る
時
、
お
父

様
は
「
又
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

と
優
し
く
言
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
二
人
は
神
保
町
の

停
留
所
ま
で
話
し
な
が
ら
歩

き
、
私
は
市
電
で
、
萌
さ
ん

は
九
段
下
の
家
に
も
ど
り
ま

し
た
。
一
人
娘
の
彼
女
は
何

か
と
私
を
誘
い
、
二
人
で
店

番
を
し
ま
し
た
。 

戦
況
は
悪
化
の
一
途
を
た

ど
り
遂
に
東
京
は
熾
烈
な
大

空
襲
を
受
け
、
東
京
中
を
逃

げ
回
り
何
と
か
家
族
共
々
生

き
延
び
ま
し
た
。
幸
運
な
萌

さ
ん
は
お
店
も
家
も
焼
け
残

り
、
不
運
な
私
は
三
回
も
行

く
先
々
で
焼
け
出
さ
れ
明
暗

を
別
け
ま
し
た
。
そ
の
都
度 

     

目
ぐ
ら
い
の
高
さ
の
高
原
地

帯
で
す
。
空
気
は
希
薄
で
す

が
、
一
年
中
、
日
本
の
初
夏

の
よ
う
な
気
候
で
、
住
人
は

誰
も
が
陽
気
で
楽
天
的
で
し

た
。
ス
ペ
イ
ン
人
と
の
混
血

も
多
数
を
占
め
、
貧
富
の
差

が
大
き
く
金
持
ち
は
中
心
街

に
住
み
プ
ー
ル
を
持
ち
、
子

守
り
、
料
理
掃
除
な
ど
多
く

の
使
用
人
を
使
っ
て
、
贅
沢

な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

建
築
も
進
ん
で
い
て
、
私

共
が
入
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
も

オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
ド
ア
ー
の
設

備
の
整
っ
た
も
の
で
し
た
。

慣
れ
な
い
私
は
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
が
鳴
る
と
「
ウ
ン
モ
メ
ン

ト
（
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
）」
と

慌
て
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
降

り
て
行
く
状
態
で
し
た
。
余

り
の
生
活
の
変
化
に
戸
惑
う 

ば
か
り
で
し
た
。 

                   

萌
さ
ん
は
衣
類
や
履
物
を
調 

達
し
て
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。 

戦
後
昭
和
廿
三
年
卒
業

し
て
萌
さ
ん
は
大
学
へ
進
学

し
、
私
は
父
を
亡
く
し
就
職

し
ま
し
た
。
萌
さ
ん
の
お
父

様
は
戦
中
集
め
た
古
本
が
戦

火
を
免
が
れ
た
の
で
、
戦
後

大
き
く
財
を
成
し
、
麹
町
の

一
等
地
に
七
階
建
ビ
ル
を
新

築
し
、
古
書
店
も
大
き
く
改

築
し
ま
し
た
。
萌
さ
ん
は
外

車
を
乗
り
回
す
モ
ダ
ン
マ
ダ

ム
と
な
り
、
お
父
様
と
仲
良

く
暮
ら
し
、
お
父
様
は
平
成

七
年
九
十
二
才
で
鬼
籍
に
入

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
萌
さ

ん
と
私
は
還
暦
を
越
え
て
か

ら
、
又
同
じ
カ
ル
チ
ャ
ー
に

通
っ
た
り
、
今
で
も
時
々
往

き
来
し
て
、
永
い
永
い
お
つ

き
合
い
を
し
て
い
る
、
私
の

お
友
達
の
萌
さ
ん
で
す
。 

     

関
口 

敏
幸 

（

28
年
１
月
８
日
か
ら
通
所
） 

       

時
の
流
れ
は
速
い
も
の
で

私
が
葵
さ
ん
に
通
っ
て
、
早

四
年
の
歳
月
が
経
ち
ま
し

た
。
或
る
日
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
の
巻
芯
を
利
用
し

て
、
こ
れ
に
古
新
聞
紙
を
巻

い
て
バ
ッ
ト
を
作
り
、
紅
白

に
分
か
れ
て
相
手
方
の
カ
ゴ

に
ボ
ー
ル
入
れ
る
競
技
を
行

い
、
夢
中
で
、
笑
い
転
げ
な

が
ら
し
た
も
の
で
す
。
今
後

も
ア
イ
デ
ア
に
富
ん
だ
競
技

と
演
出
に
と
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
、
期
待
致
し
ま
す
。 

 

ン
テ
ィ
イ
シ
ョ
ン
を
受
け
ま

し
た
、
現
地
の
国
内
事
情
な

ど
簡
単
な
説
明
を
受
け
、
何

分
後
進
国
の
こ
と
の
故
行
動

に
は
く
れ
ぐ
れ
も
慎
し
む
よ

う
に
と
の
注
意
が
有
り
ま
し

た
。
語
学
は
出
来
な
い
、
何

も
判
ら
な
い
私
は
大
き
な
不

安
を
抱
い
て
の
出
発
で
し
た
。 

首
都
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
は

仰
天
す
る
程
の
美
し
い
街
町

で
し
た
、
整
備
さ
れ
た
道
路

に
超
近
代
的
な
高
層
ビ
ル
が

立
ち
並
び
鮮
や
か
な
壁
画
と

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
記
念
碑
像
）

の
点
在
す
る
大
都
会
で
、
日

本
で
は
想
像
も
出
来
な
い
光

景
で
し
た
。
メ
キ
シ
コ
シ
テ

ィ
は
海
抜
二
三
〇
〇
ｍ
で
、 

富
士
山
の
七
合
目
か
ら
八
合 

 

最
近
の
若
者
達 

 
 
 
 
 

山
村
匡
子 

   

 

メ
キ
シ
コ
の
思
い
出 

原
口
秀
子 

  

川
柳 

 

関 

修 

久
し
ぶ
り
国
技
の
か
お
り 

九
月
場
所 

名
投
手
記
録
残
し
て 天

国
へ 

北
朝
鮮
は
っ
き
り
し
な
い 
 
 
 
 
 

 

ト
ラ
ン
プ
氏 

あ
ち
こ
ち
に
傷
あ
と
残
し
た 

十
九
号 

        

萌
（も
え
）さ
ん 

図
斉
し
げ
子 

  

173 号より
つづく 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

利
用
者
さ
ん
の 

紹
介
コ
ー
ナ
ー 

  

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

 

金
内 

静
枝
（
木
） 

趣
味
で
水
墨
画
、
日
本
画

を
習
っ
て
い
ま
し
た
。
葵
で

は
書
道
が
月
に
一
回
あ
り
ま

す
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
リ
ハ
ビ
リ
も
体
調
に
あ

わ
せ
て
や
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
と
お
話

し
が
で
き
る
の
が
う
れ
し
い

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

 

メ
キ
シ
コ
に
着
い
て
第
一
に

目
を
奪
わ
れ
た
も
の
は
カ
ラ

フ
ル
で
巨
大
な
壁
画
と
記
念

碑
の
像
で
し
た
。
市
街
の
あ

ち
こ
ち
に
色
彩
豊
か
な
壁
画

が
点
在
し
て
い
ま
し
た
。
鮮

や
か
で
斬
新
な
壁
画
も
こ
こ

メ
キ
シ
コ
の
環
境
に
よ
く
溶

け
混
ん
で
い
て
観
光
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

な
か
で
も
ひ
と
き
は
目
を
引

く
の
は
メ
キ
シ
コ
大
学
の
壁

画
で
す
。
メ
キ
シ
コ
中
の
大

学
を
集
中
し
て
建
て
ら
れ
た

総
合
大
学
の
壁
画
は
見
事
な

も
の
で
し
た
。
超
近
代
的
芸

術
と
し
て
、
彼
等
が
誇
り
と

し
て
い
る
所
な
の
で
す
。 

メキシコ大学 


